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令和４年度全国学力･学習状況調査の結果 
 

保護者の皆さまには、日頃から本校の教育活動にご理解とご協力をいただいておりますことに、心から

感謝申し上げます。 

さて、本年４月に実施いたしました全国学力・学習状況調査の本校の結果がまとまりましたので、千歳

市の結果公表と合わせ、その概要をお知らせいたします。 

この調査は、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し教育施策の改善を図るとともに、学校

における学習指導に役立てることを目的としております。本校では今回の調査結果を踏まえ、児童の学力

向上に向けた行動プランを作成し、学校の教育計画や日常の授業の改善に取り組んで参ります。 

 

 

Ⅰ．教科に関する調査結果 

国 語                                 

⇒  全国の平均正答率と比較して同様という結果でした。  

①学習指導要領の内容別の結果 

話すこと・聞くこと 
 この領域の問題は２問で、必要なこと

を質問し、話し手が伝えたいことや自分

が聞きたいことの中心を捉える問題が出

題されましたが、本校の子どもたちの正

答率は、全国より相当低いという結果で

した。一方、互いの立場や意図を明確に

しながら計画的に話し合い、自分の考え

をまとめる問題は全国を上回っており、

よくできていました。⇒次頁 １三 参照 

書くこと 
 この領域の問題は２問で、正答率はい

ずれも全国より相当高いという結果でし

た。文章全体の構成や書き表し方などに

着目して、文や文章を整えるがしっかり

身に付いています。⇒次頁 ３一 参照 

読むこと 
 この領域の問題は４問で、正答率は全国とほぼ同様（下位）でした。人物像や物語の全体像を具体的に

想像する問題や、表現の効果を考える問題で課題が見られました。 
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言葉の特徴や使い方に関する事項 
 この領域の問題は５問で、正答率は全国と同様という結果でした。話し言葉と書き言葉との違いを理

解する力や漢字を文の中で正しく使う力は、ある程度身に付いてきています。しかし、言葉には、相手

とのつながりをつくる働きがあることを捉える力に課題が見られました。 

我が国の言語文化に関する事項 
 この領域の問題は１問で、正答率は全国とほぼ同様（下位）でした。漢字や仮名の大きさ，配列に注

意して書く力に課題が見られました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

話すこと・聞くこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

書くこと 

 
正 答 率 85.7％ 
無解答率   0％ 

正答 １ 

正 答 率 64.3％ 
無解答率   0％ 

正答 ３ 
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○話す学習では、それぞれの立場から考えを伝えるなどして話し合う活動に取り組ませ、

相手や目的を意識して話の中心を明らかにし、事実と感想・意見とを区別するなど話の

構成を工夫することができる力を身に付けさせていきます。 

○書く学習では、文章に対する感想や意見を伝え合い、自分の文章のよいところを見付け

る力を伸ばすことができるように指導していきます。 

○読む学習では、詩や物語、伝記などを読み、内容を説明したり、自分の生き方などについて

考えたことを伝え合ったりする活動に取り組ませ、複数の叙述を基に、登場人物の気持ちや

相互関係を捉え、物語全体から伝わってくることを考える力を身に付けさせていきます。 

○漢字の学習では、自分が書いた文章を読み返す中で、正しい使い方を習得できるように

するなど、日常の活動の中で適切に使うことができるように指導していきます。また、

漢字を使って文や文章を書く機会を多く設定していきます。 

②正答数の分布 

 正答数が２問の児童の割合は全国より

高くなっていますが、５問以下の割合は

全国より低くなっています。一方、正答

数が１４問の児童はいませんでしたが、

１２問以上の児童の割合は、全国をやや

上回っており、いわゆる下位層が少なく

上位層が多い状況が見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

★学校ではこのような指導をします★ 

 

 

 

 

 

 

 
   
 

 

 

 

算 数                                 

⇒  全国の平均正答率と比較して同様という結果でした。  

①学習指導要領の領域別の結果 

数と計算 
 この領域の問題は６問で、正答率は全国

とほぼ同様（下位）という結果でした。加

法と乗法の混合したポイント数の求め方を

解釈し、ほかの場合のポイント数の求め方

と答えを記述する問題に課題が見られまし

た。一方、示された場面を解釈し、除法で

求めることができる理由を記述する問題

は、よくできていました。 

図形 

 この領域の問題は４問で、正答率は全国

と同様でした。示された作図の手順を基

に、図形を構成する要素に着目し、平行四辺形であることを判断する問題がよくてきていました。 
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変化と関係 
 この領域の問題は４問で、正答率は全国より高いという結果でした。百分率で表された割合と基準量か

ら比較量を求める力や、数量が変わっても割合は変わらないことを理解する力がしっかり身に付いてい

ることがわかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データの活用 
 この領域の問題は３問で、正答率は全国より低いという結果でした。特に、分類整理されたデータを基

に、目的に応じてデータの特徴を捉え考察する問題で課題が見られました。一方、目的に応じて円グラ

フを選択し、必要な情報を読み取る問題は、全国の平均正答率を上回り、よくできていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正 答 率 53.6％ 
無解答率  0％ 

正答 ２と４ 

正 答 率 32.1％ 
無解答率   0％ 

正答 ４００ 
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②正答数の分布 

 正答数が２問・３問の児童の割合

は全国より高くなっていますが、６

問以下の割合は全国より低くなって

います。一方、正答数が１２問以上

の児童の割合は、全国を上回ってお

り、いわゆる下位層が少なく上位層

が多い状況が見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

★学校ではこのような指導をします★ 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

理 科                                 

⇒  全国の平均正答率と比較してやや高いという結果でした。  

①学習指導要領の区分・領域別の結果 

エネルギー 
 この領域の問題は４問で、正答率は全国よ

り相当高いという結果でした。特に、自分で

発想した実験の方法と、追加された情報を基

に、実験の方法を検討して、改善し、自分の

考えをもつ力が全国と比べて身に付いている

ことがわかりました。 
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〇計算の学習では、言葉や式を使って説明する場面を多く取り入れながら、四則の混合
した式や（ ）を用いた式について理解し、正しく計算する力や、問題場面の数量の関
係に着目して式に表したり、式の意味を読み取ったりする力を高めていきます。 

○図形の学習では、実際に描く活動を多く取り入れながら、図形を構成する要素に着目
して、図形の意味や性質について理解したり、図形の意味や性質を基に図形の構成の
仕方について考察したりすることができる力を身に付けさせていきます。 

○変化と関係の学習では、日常の具体的な場面に対応させながら割合について理解した
り、図や式などを用いて基準量と比較量の関係を表したりする活動を取り入れなが
ら、基準量、比較量、割合の関係や、伴って変わる二つの数量の関係について考察こ
とができる力を身に付けさせていきます。 

○データの活用の学習では、日常生活の事象について、目的に応じて必要なデータを収
集し、観点を決めて分類整理し、データの特徴や傾向に着目して考察する場面を取り
入れることで、表やグラフを読み取り、データの特徴や傾向を捉えて考察できる力を
身に付けさせていきます。 

○習熟度別指導による指導や学習支援員の活用、重点単元を指定して学習する等、個々
の力を伸ばすように取り組みます。 
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粒子 

 この領域の問題は５問で、正答率は全国より高いという結果でした。特に、メスシリンダーという器

具とその正しい使い方についての問題がよくできていました。 

生命 
 この領域の問題は５問で、正答率は全国と同様という

結果でした。昆虫の体のつくりについての問題に課題が

見られました。一方で、自分で行った観察で収集した情

報と追加された情報を基に、問題に対するまとめを検討

して改善し、自分の考えをもち、その内容を記述する力

が身に付いていることがわかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

地球 
 この領域の問題は５問で、正答率は全国よりやや高い

という結果でした。特に、予想が確かめられた場合に得

られる結果を見通して、問題を解決するまでの道筋を構

想し、自分の考えをもつ力が身に付いていることがわか

りました。 

 

 

 

正 答 率 53.6％ 
無解答率  0％ 

正答 ２ 

正 答 率 32.1％ 
無解答率   0％ 

正答 鏡の向きか、 

  かんの位置 
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②正答数の分布 

 正答数が３問の児童の割合は全国

より高くなっていますが、７問以下

の割合は全国より低くなっていま

す。一方、正答数が１４問以上の児

童の割合は、全国を上回っており、

いわゆる下位層が少なく上位層が多

い状況が見られます。 

 

 

 

 

 

 

★学校ではこのような指導をします★ 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

Ⅱ．学習状況調査（児童質問紙）から 

 
 

○朝食を毎日食べていますか。 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
○毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか。 
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〇エネルギーの学習では、光と音の性質について、光を当てたときの明るさや暖かさ、
音を出したときの震え方に着目して、光の強さや音の大きさを変えたときの違いを比
較しながら調べる活動を通して、観察、実験などに関する技能を身に付けさせていき
ます。 

○粒子の学習では、物の溶け方について、溶ける量や様子に着目して、水の温度や量な
どの条件を制御しながら調べる活動を通して、物が水に溶ける量は水の温度や量、溶
ける物によって違うことなどを理解できるよう指導を工夫していきます。 

○生命の学習では、記録の整理の仕方を工夫して、互いの結果を比較しやすくしたり、
意見交換の場を設定したりすることを通して、様々な視点から自分の考えを柔軟に見
直し、その妥当性を検討できるように指導していきます。 

○地球の学習では、根拠のある予想や仮説を発想するだけではなく、自分の考えとは異
なる友だちの予想も捉え、予想が確かめられた場合に得られる実験の結果を見通して
解決の方法を発想し、観察・実験などを行うことの重要性について理解できるよう指
導していきます。 
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 朝食を毎日食べている児童は 75.0％(昨年度 78.4％)、毎日同じくらいの時刻に寝ている児童は50.0％

(昨年度48.6％)でした。また、「全くしていない」と回答した児童が、朝食は0％(昨年度0%)、寝る時刻

も0％(昨年度は 0％)でした。昨年度と比べると寝る時刻について改善が見られますが、朝食については昨

年度・全国の調査結果と比べてやや低い結果となっています。保護者の皆さまには、今後も「早寝・早起

き・朝ごはん」へのご協力をお願いします。 

 
 

○自分には、よいところがあると思いますか。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

○難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「自分にはよいところがあると思う」と回答した児童は25.0％(昨年度 21.6％)、「難しいことでも失敗

を恐れずに挑戦している」と回答した児童は28.6％(昨年度35.1％)でした。「自分にはよいところがあ

る」という設問の結果は、昨年度の結果と比べて向上しましたが、全国の結果と比べると低くなっていま

す。学校行事や児童会活動などを通じて子どもたち同士の結びつきを強め、周りから認められる機会を多

くする取組を重視していきます。 

 
 

○学校の授業以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、勉強します

か。（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間も含む） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校では、平日の学習時間を「学年×10 分＋10 分以上」を指標としています。６年生は70 分以上が

目標となりますが、達成している児童は57.1％(昨年度 67.5％)でした。全国の調査結果や昨年度の結果

と比べて低い結果となっており、今後も保護者の方と連携しながら家庭での学習習慣定着に向けた働きか

けを行っていきます。 

自己肯定感 

学習習慣 


